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一 

 



 

一 

原
子
力
基
本
法
第
二
条
（
基
本
方
針
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
公
開
の
原
則
」
は
、
最
初
、
日
本
学
術
会
議
の

「
原
子
力
の
研
究
と
利
用
に
関
し
、
公
開
、
民
主
、
自
主
の
原
則
を
要
求
す
る
声
明
」（
昭
和
二
十
九
年
四
月
）
に

示
さ
れ
、
基
本
法
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
声
明
に
お
い
て
は
、
「
わ
が
国
に
お
い
て

原
子
兵
器
に
関
す
る
研
究
を
行
わ
な
い
の
は
勿
論
、
外
国
の
原
子
兵
器
と
関
連
あ
る
一
切
の
研
究
を
行
つ
て
は

な
ら
な
い
と
の
堅
い
決
意
を
も
つ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
精
神
を
保
障
す
る
た
め
の
原
則
と
し
て
、
ま

ず
原
子
力
の
研
究
と
利
用
に
関
す
る
一
切
の
情
報
が
完
全
に
公
開
さ
れ
、
国
民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す

る
。
こ
の
公
開
の
原
則
は
、
そ
も
そ
も
科
学
技
術
の
研
究
が
自
由
に
健
全
な
発
達
を
と
げ
る
た
め
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

更
に
、
日
本
学
術
会
議
は
、
「
ふ
た
た
び
原
子
力
平
和
利
用
三
原
則
に
つ
い
て
の
勧
告
」
（
昭
和
四
十
九
年
六 

原
子
力
平
和
三
原
則
中
「
公
開
の
原
則
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

二 

公
開
の
原
則
、
特
に
安
全
問
題
か
ら
み
た
公
開
の
原
則
と
企
業
秘
密
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
国
会

で
は
次
の
よ
う
な
意
見
又
は
答
弁
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

月
）
に
お
い
て
、「
最
近
の
全
般
的
な
環
境
汚
染
と
関
連
し
て
、
国
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
企
業
機
密
に
名
を
か
り
て
、
必
要
な
資
料
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

「
原
子
力
技
術
の
現
状
が
日
本
中
の
科
学
者
に
公
平
に
公
開
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
技
術
で
は
、
こ
こ
ま
で
安

全
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
公
開
の
原
則
は
こ
の
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
秘
密
に
さ
れ
た
の
で
は
、

ど
う
し
て
も
一
方
の
側
の
意
見
を
聞
け
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
。
」
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
九
日
衆
議
院
科
学

技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

中
島
参
考
人
） 

右
の
、
平
和
利
用
の
限
定
と
環
境
保
全
・
安
全
確
保
の
両
面
か
ら
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
、
利
用
に
関
す

る
情
報
、
資
料
を
公
開
す
べ
し
と
す
る
主
張
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。 

四 

 



 

右
の
意
見
又
は
答
弁
に
照
ら
し
、
安
全
確
保
の
前
に
企
業
秘
密
、
商
業
機
密
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。
か
り
に
一
部
の
情
報
、
資
料
に
つ
い
て
は
、
安
全
問
題
に
関
係
が
あ
つ
て
も
秘
密
を
要
す
る
も

の
が
あ
り
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
範
囲
、
限
界
線
を
示
さ
れ
た
い
。 

「
公
開
の
大
原
則
は
官
民
を
問
わ
ず
順
守
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
企
業
秘
密
の
名
の
も
と
に
い
た
ず
ら
に
公

開
を
拒
む
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
指
導
す
る
。
」
（
昭
和
五
十
四
年
五
月
三
十
日
参
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策

特
別
委
員
会 

大
平
内
閣
総
理
大
臣
） 

「
国
益
上
の
秘
密
と
い
う
の
は
む
し
ろ
時
間
の
問
題
で
、
国
益
上
公
開
を
待
つ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ

る
と
思
う
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
は
国
益
の
問
題
は
機
密
に
属
し
な
い
。
」
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
十
九
日
衆
議

院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

有
澤
参
考
人
） 

「
企
業
秘
密
の
ゆ
え
を
も
つ
て
安
全
性
を
犠
牲
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」（
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
二

日
衆
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

大
平
内
閣
総
理
大
臣
） 

五 

 



 

四 

商
業
発
電
用
原
子
炉
の
場
合
、
「
安
全
審
査
関
係
の
資
料
は
、
外
国
か
ら
の
技
術
導
入
契
約
に
基
づ
い
て
秘

密
保
持
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
商
業
機
密
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
商
業
機
密
の
部
分

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
設
置
者
を
指
導
し
て
お
り
、
最
近
で
は
非
常
に
少
な
く
な
つ
て
い
る
。
」
旨
の

答
弁
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
十
九
日
衆
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

牧
村
原
子
力
安
全
局
長
）
が
あ

る
。
こ
の
実
績
に
つ
い
て
、
原
子
炉
ご
と
の
実
例
を
挙
げ
、
公
開
資
料
と
非
公
開
資
料
の
件
数
内
訳
の
推
移
を

示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
公
開
に
関
す
る
基
本
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

商
業
用
原
子
炉
以
外
の
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
、
安
全
審
査
関
係
の
資
料
の
う
ち
、
公
開
さ
れ
た
も
の
、
外 

三 
原
子
力
基
本
法
の
精
神
及
び
現
内
閣
の
国
会
答
弁
等
か
ら
み
て
、
原
子
力
関
係
の
研
究
開
発
、
利
用
施
設
の

う
ち
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
安
全
審
査
の
対
象
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
安
全
審
査
の
際
の
提
出
資
料
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
見
解
を
問
う
。 

六 

 



 

 

七 

国
と
の
技
術
提
携
契
約
に
基
づ
い
て
公
開
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
、
別
の
理
由
で
公
開
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
の
そ

れ
ぞ
れ
の
件
数
内
訳
を
主
要
な
実
例
を
挙
げ
て
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
公
開
に
関
す
る
基
本
方
針
を
示
さ
れ

た
い
。 

六 

い
わ
ゆ
る
核
ジ
ャ
ッ
ク
等
を
予
防
す
る
た
め
の
核
物
質
防
護
対
策
に
つ
い
て
は
、
核
物
質
防
護
措
置
の
内
容

を
秘
密
に
し
て
は
じ
め
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
公
開
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。 

一
方
、
核
物
質
防
護
に
名
を
か
り
て
安
全
問
題
に
関
係
す
る
情
報
、
資
料
を
秘
密
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
し
、
ま
た
、
核
物
質
防
護
措
置
以
外
に
つ
い
て
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。 

右
質
問
す
る
。 


